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正
徳
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
荻
生
徂
徠

『

�
園
随
筆』

は
、
後
年
、
徂
徠
自
身
、

本
書
の
見
解
が
朱
子
学
的
思
惟
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
を
恥
じ
た
に
も
せ
よ
、
徂

徠
独
自
の
儒
学
説
、
所
謂

｢

徂
徠
学｣

に
通
じ
る
主
張
を
盛
り
込
み
つ
つ
伊
藤
仁

斎
を
痛
烈
に
批
判
し
た
点
に
お
い
て
、
近
世
思
想
史
上
、
看
過
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
書
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
の
意
義
は
単
に
仁
斎
批
判
と
い
う
一
点
の
み

に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
巻
五
に
置
か
れ
る

『

文
戒』
に
お
い
て
、
漢
文
で
文

章
を
記
す
際
の

｢

和
習｣

と
い
う
問
題
を
意
識
的
に
論
じ
て
学
界
に
提
示
し
た
点

は
、
漢
文
学
研
究
に
お
い
て
屡
々
引
用
さ
れ
る
那
波
魯
堂

『

学
問
源
流』

(

寛
政

十
一
年
刊)

な
ど
に
特
筆
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
文
学
史
の
上
か
ら
見
て
も

決
し
て
小
さ
な
出
来
事
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
、
以
下
、
新
旧
の

思
潮
交
替
が
著
し
い
正
徳
騒
壇
に
あ
っ
て
、
か
か
る
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
こ
と

の
意
味
と
、
そ
れ
が
投
げ
か
け
た
波
紋
と
に
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

一

『

�
園
随
筆』

刊
行
の
文
学
史
的
意
義

『

文
戒』

の
執
筆
意
図
は
、
中
国
語
と
日
本
語
は
根
本
的
に
異
質
な
言
語
で
あ

る
と
い
う
事
実
を
示
す
点
に
あ
る
。
即
ち
、｢

和
字｣

｢

和
句｣

｢

和
習｣

の
三
基

準
を
設
け
て
、
同
時
代
の
学
者
た
ち
、
伊
藤
仁
斎
・
山
崎
闇
斎
・
独
庵
玄
光
の
三

人
の
文
章
を
検
証
し
、
い
か
に
日
本
語
的
な
要
素
を
混
在
さ
せ
て
漢
文
が
綴
ら
れ

て
い
る
か
、
そ
う
し
た
不
備
の
あ
る
箇
所
を
逐
一
あ
げ
つ
ら
い
、
糾
弾
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
材
料
と
し
て
用
い
た
文
章
は
、

仁
斎
…『

語
孟
字
義』

(

贋
刻
本
元
禄
八
年
刊
、
宝
永
二
年
刊)

、『

童
子
問』

(

宝
永
四
年
刊)

、｢

送
荒
川
景
元
序｣

、｢

詩
説｣

、｢

儒
医
弁｣

、｢

圧

書
小
紫
石
記｣

、｢

送
片
山
宗
純
序｣

、｢

青
山
石
銘｣

。

闇
斎
…｢

贈
山
休
序｣

、｢

湯
武
革
命
論｣

、｢

世
儒
剃
髪
弁｣

、｢

近
思
録
序｣

玄
光
…『

溲
勃』

(

元
禄
四
年
序
刊)

で
あ
り
、
糾
弾
す
る
回
数
は
、
仁
斎
に
関
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
で
は
、

彼
ら
の
漢
文
に
所
謂

｢

和
習｣

が
多
い
の
は
何
に
起
因
す
る
の
か
。
徂
徠
は
そ
の

元
凶
を

｢

和
訓
顛
倒
ノ
読｣

(

訓
読)

と

｢

講
釈｣

に
求
め
る
。
漢
語
に
元
来
、

言
語
体
系
が
異
な
る
和
語
の

｢

読
み｣

を
適
宜
宛
て
て
ゆ
く
訓
読
は
、
正
確
な
漢

語
の
意
味
把
握
を
阻
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
語
を
聴
者
の
耳
に
入
り
易
く
意

訳
的
に
解
説
し
て
ゆ
く
講
釈
も
同
様
で
あ
る
。
訓
読
と
講
釈
、
こ
れ
ら
二
者
に
幼

時
よ
り
習
熟
す
る
た
め
、
正
確
な
漢
文
が
綴
れ
な
い
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。

以
上
、『

文
戒』
冒
頭
の

｢

徂
徠
先
生
口
語｣

お
よ
び
、
そ
の
方
法
論
を
説
い
た

『

訳
文
筌
蹄』

(
正
徳
四
〜
五
年
刊)

｢

題
言
十
則｣

な
ど
に
見
え
る
と
こ
ろ
の
要
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約
で
あ
る
。『

�
園
随
筆』

巻
二
に
は
、
叙
上
の
よ
う
な
論
旨
を
、『

文
戒』

の
執

筆
意
図
と
関
連
付
け
る
か
た
ち
で
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
述
べ
る
。

文
字
ハ
皆
、
華
人
ノ
言
語
ナ
リ
。
此
ノ
方
ハ
廼
チ
和
訓
顛
倒
ノ
読
有
リ
。
是

レ
和
語
ヲ
華
言
ニ
配
ス
者
ナ
リ
。
而
シ
テ
中
華
、
此
ノ
方
ノ
言
語
ハ
、
本
ヨ

リ
自
カ
ラ
同
ジ
カ
ラ
ズ
。
得
テ
配
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
故
ニ
此
ノ
方
ノ
学
者
ノ
字

義
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ハ
、
皆
此
ニ
由
テ
累
ヲ
作
ス
。
仁
斎
ガ
聡
明
ト
雖
モ
、
亦
タ

未
ダ
免
レ
ザ
ル
所
ナ
リ
。
蓋
シ
、
其
ノ
幼
ヨ
リ
習
読
ス
ル
所
、
知
覚
セ
ザ
ル

ノ
中
ニ
痼
ス
ル
者
ノ
ミ
。
而
ル
ニ
洛
下
ノ
諸
生
、
皆
仰
グ
コ
ト
山
斗
ノ
ゴ
ト

ク
シ
、
其
ノ
書
ヲ
服
習
シ
、
其
ノ
言
ヲ
模
楷
ト
ス
。
廼
チ
此
ノ
眼
ヲ
移
シ
テ
、

以
テ
中
華
ノ
書
ニ
向
フ
ハ
、
其
ノ
害
、
豈
ニ
尠
カ
ラ
ン
ヤ
。
我
ノ｢

文
戒｣

｢

文
罫｣

ヲ
作
ル
所
以
ナ
リ
。

(

原
漢
文)

｢

文
罫｣

は

『

文
戒』

の
初
稿
と
推
定
さ
れ
る
も
の

(
註
１)

。
こ
こ
で
も
、
御
多
分
に
漏

れ
ず
仁
斎
を
名
指
し
で
批
判
し
て
お
り
、『

文
戒』
執
筆
の
動
機
が
そ
の
ま
ま
、

仁
斎
批
判
に
結
び
付
け
ら
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
が
、
徂
徠
の
批
判
の
矛
先
は
、

｢

和
訓
顛
倒
ノ
読｣

を
重
ん
じ

｢

中
華
ノ
言
語｣

の

｢

字
義
ヲ
知
ラ｣

な
い

｢

此

ノ
方
ノ
学
者｣

即
ち
、
同
時
代
の
学
者
全
般
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
仁
斎
は
そ
の
一
代
表
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
明
証
す
る
の
が
、
徂
徠
の
二
六
九
に
も
お
よ
ぶ
批
語
が
書
入
れ
ら
れ
た

『

榑
桑
名
賢
文
集』

(

九
州
大
学
附
属
図
書
館
萩
野
文
庫
蔵)

の
存
在
で
あ
る
。

『

文
戒』

は
、
仁
斎
・
闇
斎
の
文
章
を
掲
げ
る
際
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
は
何
に
拠
っ

た
の
か
を
註
記
す
る
よ
う
に
、
そ
の
多
く
は
他
で
も
な
い

『

名
賢
文
集』

本
文
を

利
用
し
て
い
た
。『

文
戒』

に
お
け
る
二
人
の
文
章
に
対
す
る
論
駁
の
殆
ど
は
、

萩
野
本
に
も
同
趣
旨
の
批
語
が
あ
り
、
そ
の
他
、
徂
徠
周
辺
の
人
物
の
証
言
よ
り

し
て
、
こ
の
萩
野
本
批
語
は
、『

文
戒』

執
筆
時
の
覚
書
に
相
当
す
る
点
、
ま
た

徂
徠
は

『

名
賢
文
集』

収
録
学
者
の
殆
ど
を
厳
し
く
糾
弾
し
て
い
た
点
な
ど
、
拙

稿

｢『

榑
桑
名
賢
文
集』

の
書
入
れ

荻
生
徂
徠
の
元
禄
名
賢
月
旦

(

註
２)

｣

に

か
つ
て
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。『

名
賢
文
集』

は
周
知
の
通
り
、
仁
斎
門
の
林
義

端
が
江
戸
よ
り
西
国
に
い
た
る
当
代
の
学
者
の
漢
文
を
輯
め
て
五
巻
と
な
し
、
元

禄
十
一
年
に
刊
行
し
た
一
大
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
本
書
が
元
禄
の
文
運
隆
盛

を
象
徴
す
る
、
文
章
の
亀
鑑
集
あ
る
い
は
学
者
名
鑑
と
し
て
仰
が
れ
且
つ
活
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
義
端
が
自
序
に
お
い
て
本
書
を

『

本
朝
文
粋』

以
来
の
快
挙
と

豪
語
し
、
ま
た
筑
後
国
柳
川
藩
儒
安
東
省
庵
が
学
者
名
検
索
の
便
に
供
し
て
い
た

と
思
し
い
、
本
書
目
録
の
み
の
自
筆
の
写
し
が
そ
の
文
庫
に
残
る
事
実

(

註
３)

な
ど
か
ら

も
確
認
さ
れ
よ
う
。
徂
徠
は
そ
れ
を
テ
ク
ス
ト
に
選
び
、
収
録
文
章
の
不
備
を
片
っ

端
か
ら
糾
弾
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
徂
徠
の

『

名
賢
文
集』

糾
弾
と
い
う
行
為
は
、
単
に

仁
斎
批
判
と
い
う
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
近
世
漢
文
学
思
潮
に
お
け
る
大
き

な
転
換
を
予
想
さ
せ
る
、
革
命
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

二

も
う
一
つ
の
徂
徠
書
入
れ
本

か
く
し
て

『

名
賢
文
集』

に
批
語
を
加
え
て
、
徂
徠
は
、
大
家
が
著
し
た
漢
文

が
い
か
に
お
粗
末
な
代
物
で
あ
る
か
、
を
証
明
す
る
一
書
を
企
て
た
。
ひ
と
ま
ず

こ
れ
ら
批
語
を

『

文
罫』

と
し
て
ま
と
め
、
更
に

『

�
園
随
筆』

附
録
と
し
て
見

ら
れ
る
よ
う
な
姿
に
ま
で
推
敲
を
重
ね
て
、『

文
戒』

と
命
名
し
た
。
批
語
か
ら

『
文
戒』

ま
で
の
過
程
に
は
、『

名
賢
文
集』

批
語
を
徐
々
に
仁
斎
・
闇
斎
に
関
す

る
も
の
だ
け
に
絞
り
込
み
、
新
た
に

『

名
賢
文
集』

未
載
の
仁
斎

『

童
子
問』

『

語
孟
字
義』

、
お
よ
び
独
庵
玄
光

『

溲
勃』

の
批
判
を
加
え
る
と
い
っ
た
再
構
成

が
計
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
再
構
成
に
、
当
時
、
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
人
物
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
、
よ
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り
効
果
的
に
学
界
に
衝
撃
を
与
え
よ
う
と
す
る
徂
徠
の
狙
い
が
あ
っ
た
の
は
言
を

ま
つ
ま
い
。
万
治
・
寛
文
期
、
学
界
の

｢

十
分
ノ
三｣

を
闇
斎
学
派
が
、
次
い
で

貞
享
・
元
禄
期
、｢

十
分
ノ
七｣

を
古
義
学
派
が
占
め
、
東
涯
の
代
に
は

｢

大
抵

ハ
学
校
カ
ト
思
ハ
ル
ヽ
程｣

の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
は
、
那
波
魯
堂

『

学
問
源

流』

の
記
述
で
あ
る
。
ま
た
、
玄
光
は

『

儒
釈
筆
陣』

(

寛
文
二
年
刊)

で
江
戸

の
林
家
と
詩
論
を
戦
わ
せ
て
以
来
、『

本
朝
四
家
絶
句』

(

元
禄
十
五
年
刊)

で
、

藤
原
惺
窩
、
石
川
丈
山
、
元
政
上
人
ら
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
る
な
ど
文
名
を
轟
か

し
、
ま
た
徂
徠
自
身
も
そ
の
思
想
に
影
響
を
受
け
た
と
目
さ
れ
る
人
物
で
あ
る

(

註
４)

。

徂
徠
の
ね
ら
い
は
的
中
し
、『
�
園
随
筆』

は
人
々
の
注
視
の
的
と
な
っ
た
。

安
積
澹
泊
が｢

…
三
戒
法
度
森
厳
、
其
指
摘
仁
斎
下
字
差
誤
処
、
皆
中
膏
肓
之
疾
。

…｣
(『

澹
泊
斎
文
集』

巻
八
所
収

｢

復
荻
徂
徠
書

(

註
５)｣)

と
、
そ
の
切
れ
味
鋭
い
指

摘
に
惜
し
み
な
い
賛
辞
を
贈
り
、
福
岡
藩
儒
竹
田
春
庵
な
ど
も
、
本
書
を
読
ん
で

古
文
辞
学
に
関
心
を
寄
せ
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
る

(

註
６)
。

さ
て
、『

�
園
随
筆』

執
筆
を
後
悔
す
る
念
と
と
も
に
、
後
年
、
徂
徠
は
批
語

を
書
入
れ
た

『

名
賢
文
集』

を
長
く
篋
底
に
秘
め
置
き
、
人
々
に
示
す
こ
と
は
な

か
っ
た
と
言
う
。
宇
野
明
霞
の
田
中
大
観
宛
書
牘｢

復
田
文
瑟
書｣

(『
明
霞
遺
稿』

巻
八
所
収)

。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
徂
徠
批
語
を
そ
の
ま
ま
に
写
す
萩
野
本
は

貴
重
な
伝
本
と
言
え
る
が
、
昨
年
、
杉
下
元
明
氏
よ
り
、
片
山
龍

｢

荻
生
徂
徠
の

｢

道｣

観
と
朱
子
学
時
代
の
仁
斎
批
判

(

註
７)｣

に
お
い
て
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
の

『

名
賢
文
集』

徂
徠
書
入
れ
本
の
存
在
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
御
教
示
戴
い

た
。
片
山
氏
に
よ
れ
ば
、
早
稲
田
本
は
嘉
永
三
年
に
徂
徠
批
語
を
書
写
し
た
旨
を

記
す
識
語
が
あ
る
由
、
ま
た
そ
の
書
写
者
は
、
幕
末
大
坂
の
徂
徠
学
者
・
藤
沢
東

�
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の

『

名
賢
文
集』

批
語

は
、
徂
徠
周
辺
で
連
綿
と
書
写
さ
れ
続
け
、
古
文
辞
学
唱
道
以
前
の
徂
徠
の
覇
気

を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
深
く
記
憶
に
留
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

三

古
義
堂
の
反
撥

荒
川
景
元
の
場
合

さ
て
、『

文
戒』

で
の
徂
徠
の
指
摘
は

｢『

文
戒』

に
関
す
る
限
り
、
仁
斎
は
徂

徠
に
一
言
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

(

註
８)｣

と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
筆
鋒
厳
し
い
糾

弾
を
前
に
し
て
、
古
義
堂
側
が
黙
視
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
事
実
、
例
え
ば

日
野
龍
夫

｢

入
江
若
水
伝
資
料

(

註
９)｣

に
紹
介
さ
れ
る
、
徂
徠
が
入
江
若
水
に

『

�
園

随
筆』

二
巻
分
の
原
稿
を
送
る
旨
を
報
じ
た
、
正
徳
二
年
十
月
九
日
執
筆
の
国
字

牘
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
え
る
。
今
、
日
野
氏
論
文
に
掲
載
さ
れ
る
写
真
版

に
よ
っ
て
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

(

註
�)

、

一

『

�
園
随
筆』

板
行
之
事
、
前
信
具

つ
ぶ
さ
に

被
仰
越

お
ほ
せ
こ
さ
れ

候
故
、
貴
僕
ニ
付
而
浄

写
半
な
か
ば
出
来
二
巻
、
上
セ
申
候
。
又
二
巻
末
附

『

文
戒』

ぶ
ん
か
い
を
ふ
し

、
都
合
五
巻
可
有
之

こ
れ
あ
る
べ
く

候
。
…
貴
僕
へ
も
申
含

ま
う
し
ふ
く
め候
通
、
北
可
昌
、
院
中
へ
出
入
申
候
由
、
如
何
様
ノ

邪
魔
入
レ
可
申

ま
う
す
べ
き

も
難
斗

は
か
り
が
た
く

候
。
且
書
林
剞
�
ニ
も
、
伊
藤
門
人
有
之
候

こ
れ
あ
り

由
、

妨
無
心
元

さ
ま
た
げ
こ
こ
ろ
も
と
な
く

存
候
。
タ
ト
ヒ
費
ハ
、
書
林
い
た
し
候
共
、
貴
様
手
前
板
と

号
シ
、
出
来
迄
ハ
沙
汰
無
之

こ
れ
な
き

様
ニ
仕
度
候
。
…

北
可
昌
、
即
ち
北
村
篤
所
を
は
じ
め
、
林
義
端
な
ど
仁
斎
門
に
し
て
書
肆
を
営
む

面
々
の
本
書
刊
行
へ
の
妨
害
を
想
定
し
、
刊
行
成
る
ま
で
は
、
表
向
き
は
若
水
の

出
資
版
と
偽
る
よ
う
指
示
す
る
な
ど
、
古
義
堂
側
の
動
き
に
綿
密
な
予
防
策
を
弄

し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
徂
徠
が
憂
慮
す
る
通
り
、
古
義
堂
内
部
で
は

『

�
園
随

筆』

に
対
す
る
反
撥
が
相
当
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ

の
間
の
経
緯
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。

そ
う
し
た
古
義
堂
側
の
反
撥
を
示
す
一
例
と
し
て
、『

荒
川
景
元
答
問』

と
題

す
る
写
本
を
提
示
し
て
お
く

(

註
�)

。
荒
川
景
元

(

承
応
元
―
享
保
十
九
年)

、
名
は
秀
、

号
は
天
散
或
い
は
蘭
室
、
景
元

(

或
い
は
敬
元
に
作
る)

は
そ
の
字
。
東
条
琴
台

『

先
哲
叢
談
後
編』

(
文
政
十
三
年
刊)

に
よ
れ
ば
、
八
歳
よ
り
古
義
堂
に
寓
し
て

－ 55 －



仁
斎
に
師
事
し
、
寛
文
九
年
、
十
六
歳
の
と
き
紀
州
藩
に
出
仕
し
た
人
物
で
あ
る
。

琴
台
は
、
景
元
が
仁
斎
に
進
言
し
て
、｢

語
孟
古
義｣

の
巻
首
に

｢

最
上
至
極
宇

宙
第
一｣
の
八
文
字
を
置
く
の
を
止
め
さ
せ
た
逸
話
な
ど
を
紹
介
し
て
、｢

天
散

幼
学
二

于
伊
藤
仁
斎
一

、
古
義
塾
中
有
二

千
里
駒
之
称
一｣

と
、
古
義
堂
中
で
も
一

頭
地
を
抜
く
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
紀
州
に
ゆ
か
り
あ

る
人
物
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

『

南
紀
風
雅
集』

(

文
化
十
三
年
刊)

で
、
景
元
の
条

に
そ
の
伝
を
記
し
て

｢
学
于
伊
藤
仁
斎
、
幼
有
才
名｣

と
あ
る
の
に
相
い
呼
応
す

る
。
本
書
の
編
者
は
、
仁
斎
の
五
男
・
伊
藤
蘭
嵎
の
養
子
で
紀
州
藩
儒
の
伊
藤
海

�
で
あ
る
か
ら
、
琴
台
の
言
は
信
用
に
足
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
風
評
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
俊
才
ぶ
り
を
伝
え
る
べ
き
景
元
の
著
述
は
散
逸

し
て
殆
ど
残
ら
な
い
。
琴
台
に
し
て
も
景
元
の
著
述
と
し
て
唯
一

『

敝
箒
集』

の

み
を
挙
げ
る
が
、
現
在
は
こ
れ
と
て
も
伝
存
未
詳
で
あ
る
。『

荒
川
景
元
答
問』

は
、
或
る
人
物
の
学
問
に
関
す
る
質
問
へ
の
回
答
一
九
二
条
を
ま
と
め
た
も
の
で

(

註
�)

、

厳
密
な
意
味
で
の
景
元
の
著
述
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
国
字
牘
の
文
体
で
懇

切
に
説
き
聴
か
せ
た
行
文
か
ら
は
、
形
式
張
ら
ず
に
自
己
の
見
解
を
率
直
に
述
べ

る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
内
に

『

�
園
随
筆』

へ
の
反
論
が
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
本
書
の
中
程
、
一
〇
七
条
目

(

註
�)

。

○『

�
園
随
筆』

一
覧
申
候
。
如
何
様
ニ
も
一
器
量
有
之

こ
れ
あ
る

人
と
相
見
へ
申
候
。

仁
斎
の
学
術
を
評
シ
タ
ル
所
、
何
れ
も
穿
鑿
ノ
説
ノ
や
う
ニ
被
存

ぞ
ん
ぜ
ら
れ
候
。
又
、

奥
ノ

｢

文
戒｣

ノ
内
ニ
も
、
尤
セ
ン
サ
ク
ノ
説
多
ク
候
。
又
其
内
、
難
付
尤

成
ル
や
う
ニ
存
候
所
共
も
御
座
候
。
右
ハ

『

童
子
問』

『

語
孟
字
義』

な
ど

ハ
、
語
録
躰
ノ
物
ニ
候
へ
バ
、
さ
の
み
文
章
ノ
吟
味
念
入
不
申

ま
う
さ
ざ
る
様
子
ニ
候
へ

バ
、
定
而

さ
だ
め
て

吟
味
落
シ
モ
可
有
之

こ
れ
あ
る
べ
き

と
存
候
。
又
ハ
作
例

拠
よ
り
ど
こ
ろ

ア
リ
テ
書
レ
タ

ル
義
モ
難
量

は
か
り
が
た
く

候
へ
バ
、
其
段
ハ
慥

た
し
か
ニ
是
非
ノ
評
ヲ
難
付

つ
け
が
た
く
存
候
御
事
ニ
て
候
。

質
問
者
は
、
仁
斎
門
の
林
義
端
編

『

文
林
良
材』

(

元
禄
十
四
年
刊)

や
、
佐
藤

直
方
が
仁
斎
の

｢

送
浮
屠
道
香
序｣

を
批
判
し
た

『

弁
送
浮
屠
道
香
師
序』

(

元

禄
四
年
刊
、
正
徳
三
年
の
改
修
刻
本
あ
り)

な
ど
、
古
義
堂
に
関
連
あ
る
書
物
が

刊
行
さ
れ
る
ご
と
に
意
見
を
求
め
、
景
元
は
懇
切
に
回
答
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

『

景
元
答
問』

が
元
禄
末
年
、
即
ち
景
元
四
十
〜
五
十
代
以
後
の
言
説
を
記
録
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て

『

�
園
随
筆』

が
話
題
に
上
っ

た
の
は
、
一
〇
五
・
一
〇
六
条
目
、
そ
こ
で
本
書
中
の
言
説
に
つ
い
て
景
元
の
意

見
を
質
し

(

註
�)

、
景
元
の
方
か
ら

『

随
筆』

の
読
後
感
を
説
き
聞
か
せ
た
の
が
本
条
で

あ
る
。
徂
徠
を

｢

一
器
量
有
之
人｣

と
評
価
し
つ
つ
も
、
仁
斎
へ
の
批
判
は
多
く

が｢

穿
鑿
ノ
説｣

と
す
る
。
ま
た
徂
徠
が『

文
戒』

で
槍
玉
に
挙
げ
た『

童
子
問』

『

語
孟
字
義』

を

｢

語
録
躰
ノ
物｣

と
し
、｢

さ
の
み
文
章
ノ
吟
味
念
入
不
申
様
子

ニ
候
ヘ
バ
、
定
而
吟
味
落
シ
モ
可
有
之
と
存
候｣

と
言
う
の
は
、
単
に
仁
斎
の
弁

護
で
は
な
く
、
両
書
と
も
に
仁
斎
晩
年
ま
で
加
筆
訂
正
を
繰
り
返
し
て
い
た
事
情

を
語
る
も
の
で
あ
る

(

註
�)

。
ま
し
て
、『

語
孟
字
義』

に
関
し
て
言
え
ば
、
徂
徠
が
テ

ク
ス
ト
と
し
て
用
い
た
の
は
、
第
一
稿
本
に
近
い
本
文
を
持
つ
元
禄
八
年
贋
刻
本

で
あ
り
、
謂
わ
ば
未
定
稿
を
も
と
に
刊
行
し
た
海
賊
版
で
あ
る
。
徂
徠
は
こ
の
意

味
に
お
い
て
、
景
元
の
批
判
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

『

文
戒』

に

｢

穿
鑿
ノ
説｣

が
最
も
多
い
と
評
し
た
景
元
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
徂
徠
の
過
失
を
見
出
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

一
一
二
条
。

○

『

�
園
随
筆』

ノ
内
ニ
字
義
ニ

｢

遊
戯
三
昧｣

ト
申

ま
う
す
詞
ヲ
和
語
也
と
有
之

こ
れ
あ
り

候
。
右
ハ
成
程
、
古
語
ニ
有
之

こ
れ
あ
る

文
字
ニ
て
候
。
比
日

こ
の
ご
ろ

も

『

群
談
採
餘』

ノ
内

ニ
て
も
見
当
り
申
候
。『

随
筆』

之
説
、
粗
謬
ナ
ル
義
と
存
候
。
其
外
も
か

や
う
の
類
多
ク
可
有
之

こ
れ
あ
る
べ
き

と
存
候
。

『

文
戒』

｢

第
一
戒
二

和
字
一｣

に
、
仁
斎

｢

詩
説｣

の
一
節

｢

詩
之
一
経
、
聖
人
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游
戯
三
昧
書
也｣

を
挙
げ
て

｢｢

游
戯
三
昧｣

、
不
レ

成
レ

語
。
亦
其
家
言｣

と
指

摘
す
る
。｢

家
言｣

と
は

｢

講
師
経
生
、
別
有
二

家
言
一

者
、
均
之
皆
訛
二

用
中
華

語
一

、
実
非
二

其
義
一

。
最
堪
レ

惑
レ

人｣
(

同
所
冒
頭)

と
言
う
よ
う
に
、
講
釈
の

場
で
慣
用
さ
れ
る
語
彙
を
言
う
。
既
述
の
通
り
、
講
釈
は
徂
徠
の
最
も
白
眼
視
す

る
学
問
形
態
で
あ
り
、｢

家
言｣

の
否
定
も
こ
れ
と
揆
を
一
に
す
る
。『

文
戒』

で

仁
斎
の

｢

家
言｣
と
見
な
す
の
は

｢

血
脈｣

｢

学
脈｣

｢

命
脈｣

｢

肯
綮｣

と
、
こ

の

｢

游
戯
三
昧｣

な
る
語
で
あ
る
。
こ
の
内

｢

血
脈｣

は
、
林
希
逸

『

荘
子
�
斎

口
義』

発
題
、
陸
九
淵

『

象
山
先
生
全
集』

巻
三
四
、
語
録
上
な
ど
、
彼
の
土
の

書
物
に
前
例
あ
る
こ
と
を
、
日
本
思
想
体
系
33
、
清
水
茂
校
注
が
指
摘
す
る
が

(

註
�)

、

景
元
は

｢

游
戯
三
昧｣

を

『

群
談
採
餘』
に
用
例
あ
り
と
喝
破
し
た
。『

群
談
採

餘』

十
巻
、
万
暦
二
十
年
序
刊
、
明
の
倪
�
著
。
天
文
か
ら
人
事
ま
で
の
あ
ら
ゆ

る
逸
話
を
五
十
八
類
に
分
け
て
集
録
し
た
故
事
集
で
あ
る
。
大
庭
脩

『

江
戸
時
代

に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究』

(

昭
42

関
西
大
学
学
術
研
究
所)

な
ど
に
も

記
載
が
な
い
が
、
例
え
ば
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
の
林
羅
山
旧
蔵
書
中
に
は
本

書
が
蔵
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
見
る
と
確
か
に
景
元
の
指
摘
通
り
、
巻
二

｢

文

史｣

類
第
一
条
の
後
半
部
に

｢

游
戯
三
昧｣

な
る
語
を
索
め
得
る
。

…
近
代
、�

公
ガ

｢

酔
翁
亭
ノ
記｣

ノ
歩
驟
ハ

｢

阿
房
宮
ノ
賦｣
ニ
類
シ
、

｢

昼
錦
堂
ノ
記｣

ノ
議
論
ハ
盤
谷
ガ
序
ニ
似
タ
リ
。
東
坡
ガ

｢

黄
鶴
楼
賦
ノ

賦｣

ノ
気
力
ハ
晋
朝
ニ
同
ジ
ク
、｢

赤
壁
ノ
賦｣

ノ
卓
絶
ハ
雅
風
ニ
近
シ
。

則
チ
自
来
有
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
。
而
ド
モ
韓
文
公
ガ

｢

廟
記｣

、
鐘
子
翼
ガ

｢

哀
詞｣

、
時
ニ
険
怪
ニ
出
ル
ハ
、
蓋
シ
游
戯
三
昧

、
、
、
、
ノ
間
ニ
、
一
ニ
之
ヲ
作
レ

バ
ナ
リ
。
…

徂
徠
一
派
に
先
ん
じ
て
小
説
類
に
親
む
風
が
あ
っ
た

(

註
�)

古
義
塾
で
は
、
こ
う
し
た
明

代
の
随
筆
類
も
隈
な
く
渉
猟
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
一
一
三
条
。

○
御
書
中
、
被
仰
越

お
ほ
せ
こ
さ
れ

候

｢

流
行
対
待
二
端｣

ノ

｢

有｣

ノ
字
ノ
置
所

お
き
ど
こ
ろノ
義
、

成
程

『

随
筆』

ノ
意
味
も
一
理
有
之

こ
れ
あ
る

儀
ニ
候
へ
ど
も
、
そ
の
ま
ゝ
仁
斎
ノ
通

り
に
て
も
聞
へ
申
候
。
尤
文
理
顛
倒
と
申
ニ
而
も
無
之
こ
れ
な
し

と
存
候
。
此
レ
等
な

ど
い
づ
れ
ニ
て
も
不
苦

く
る
し
か
ら
ざ
る

儀
ヲ
、
何
が
な
と
評
論
ヲ
付
申

つ
け
ま
う
す

迄
ノ
儀
と
存
候
。

仁
義
礼
智
信
ヲ
五
性
と
申

ま
う
す

儀
、
韓
退
之
已
前

い
ぜ
ん

よ
り
も
有
之

こ
れ
あ
る

儀
ヲ
、
宋
儒
ノ
始

テ
ノ
説
ノ
様
ニ
有
之

こ
れ
あ
る

儀
ハ
、『

語
孟
字
義』

ノ
吟
味
落
シ
ノ
様
ニ
存
ル
事
ニ

候
。
其
外
、
大
方

『

随
筆』

ノ
説
ハ
、
穿
鑿
ニ
過す

ぎ

候
様
�

さ
ま
ざ
ま
な
る御
事
ニ
候
。

『

文
戒』

｢

第
二
戒
二

和
句
一｣

に
、『

語
孟
字
義』

巻
上

｢

天
道｣

第
二
条
の
一

節

｢

天
道
有
二

対
待
一

、
有
二

流
行
一

。
…
然
天
道
之
所
三

以
為
二

天
道
一

、
本
以
二

流

行
一

而
言
。
対
待
者
自
在
二

流
行
之
中
一

。
本
非
レ

有
二

流
行
対
待
之
二
端
一

也｣

を

挙
げ
て
、
傍
線
部
の
箇
所
は

｢

本
非
流
行
対
待
之
有、
二
端
也｣

と
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
で
な
け
れ
ば
前
の

｢

有
対
待
、
有
流
行｣

と
語
気
が
対
応
し
な
い
、
と

言
う
。
こ
れ
も
海
賊
版
の
未
定
本
文
を
喋
喋
し
た
と
い
う
以
上
に
、
景
元
に
言
わ

せ
れ
ば

｢

穿
鑿
ニ
過
候｣

指
摘
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
徂
徠
の
説
に
反

撃
す
る
一
方
で
、
後
半
部
で

『

語
孟
字
義』

の
遺
漏
を
も
併
せ
て
指
摘
し
て
い
る

点
な
ど
は
、
景
元
の
中
庸
な
学
問
姿
勢
を
窺
う
に
足
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

註
１

吉
川
幸
次
郎

｢

徂
徠
学
案｣

(

日
本
思
想
体
系
36

『

荻
生
徂
徠』

〈
昭
48

岩
波
書
店
〉

所
収)

七
〇
六
頁
。

２
｢

語
文
研
究｣

第
八
十
六
・
八
十
七
合
併
号

(

平
11
・
６)

。

３

安
東
省
庵
自
筆

｢

扶
桑
名
賢
文
集
各
人
文
数｣

(

九
州
歴
史
資
料
館
分
館
柳
川
古
文
書
館

安
東
家
資
料
蔵
一
紙
一
枚)

。

４

高
橋
博
巳

｢

独
庵
玄
光
の
世
界

人
と
文
学

｣
(

鏡
島
元
隆
編

『

独
庵
玄
光
と
江

戸
思
潮』
〈
平
７

ぺ
り
か
ん
社
〉
所
収)

５

『

続
々
群
書
類
従』

(

明
42

国
書
刊
行
会)

第
十
三
所
収
。
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６
『

春
庵
文
稿』

(

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
竹
田
文
庫
蔵
写
本
十
六
冊)

第
十
一
冊
所
収

｢

読
徂
徠
書
論｣

な
ど
。

７

｢
文
学
研
究
科
紀
要
別
冊
第
二
一
集

哲
学
・
史
学
編｣

(

平
７
・
２)

。

８

今
中
寛
司
・
奈
良
本
辰
也
編

『

荻
生
徂
徠
全
集』

(

昭
48

河
出
書
房
新
社)

第
一
巻
所

収

｢
�
園
随
筆
解
説｣

。

９

『

服
部
南
郭
伝
攻』

(

平
11

ぺ
り
か
ん
社)

所
収
。

10

句
読
点
・
濁
点
・
読
み
仮
名
な
ど
を
私
に
付
し
た
。

11

架
蔵
。
墨
付
三
七
丁
。
外
題

｢

荒
川
景
元
答
問｣

、
内
題

｢

荒
川
景
元
丈
答
問

返
簡｣

。

外
題
と
本
文
は
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
り
、
装
丁
の
具
合
か
ら
見
て
、
も
と
仮
綴
じ
で
あ
っ

た
も
の
に
表
紙
を
補
っ
て
改
装
し
た
と
思
し
い
。
前
後
の
遊
紙
は

｢

和
歌
山
区
新
町
北

組
聯
合
会
議
事
日
誌
／
明
治
十
五
年
六
月
廿
三
日｣

の
裏
紙
を
使
用
し
て
お
り
、
本
書

が
紀
州
の
地
、
即
ち
直
後
に
述
べ
る
よ
う
に
景
元
の
仕
官
先
の
土
地
で
転
写
を
重
ね
ら

れ
た
一
本
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

12

本
書
四
一
条
の
眉
上
に

｢

此
一
條
ハ
、
神
戸
氏
ヨ
リ
鳥
井
源
ノ
丞

、
、
、
、
、
ニ
被
尋

た
づ
ね
ら
れ

け
れ
バ
、
書

付
候
て
申
来
リ
タ
ル
也
。
ア
ヤ
マ
リ
テ
書
入
タ
ル
也
。
可
除

の
ぞ
く
べ
き

也｣

と
の
標
記
が
見
え
る
。

こ
の

｢

鳥
井
源
ノ
丞｣

な
る
人
物
は
、
既
述

『

南
紀
風
雅
集』
巻
上
に
見
え
る

｢

鳥
居

興
治｣

で
は
あ
る
ま
い
か
。
海
�
は
興
治
に
つ
い
て
左
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

号
春
沢
、
称
源
之
丞

、
、
、
。
其
父
本
熊
野
祝
司
、
以
神
道
之
学
仕
藩
祖
。
春
沢
幼
承
其

業
、
旁
渉
諸
書
。
正
享
之
間
、
遂
以
是
荷
寵
眷
、
居
顧
問
之
職
。
寛
保
壬
戌
卒
。

年
七
十
五
。

も
し
そ
う
な
ら
ば
、
景
元
に
飽
く
こ
と
な
く
学
問
を
問
う
た
質
問
者
も
、
同
じ
く
紀
州

の
人
物
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

13

引
用
に
際
し
て
は
、
句
読
点
・
濁
点
・
読
み
仮
名
な
ど
を
私
に
付
し
た
。

14

以
下
、
一
〇
五
・
一
〇
六
条
を
参
考
ま
で
に
掲
出
し
て
お
く
。

○

『

�
園
随
筆』

中
巻
之
内
十
二
丁
ノ
表

｢

聖
人
モ
亦
人
也
。
亦
何
ゾ
不
識
夫
鄭

衛
之
声
可
娯
之
愈
於
雅
楽
焉
乎
…｣

と
有
之
こ
れ
あ
り

候
。
俗
耳
ニ
コ
ソ
、
鄭
衛
ノ
音
ハ
雅
楽

ニ
マ
サ
ル
ト
聞
ベ
ケ
レ
。
聖
人
ノ
耳
ニ
ハ
、
淫
声
ノ
不
正

た
だ
し
か
ら
ざ
るヲ
面
白
ト
ハ
聞
タ
マ
フ
ベ

カ
ラ
ズ
。
近
ク
タ
ト
ヘ
テ
見
申
候
ニ
、
只
今
ノ
上
留
り
せ
つ
き
や
う
と
謡
と
の
ご
と

し
。
凡
耳
ニ
ハ
、
上
留
り
説
経
ノ
方
、
う
た
ひ
よ
り
ハ
面
白
が
り
候
へ
ど
も
、
聞
ク

人
ノ
心
気
と
ろ
け
、
淫
声
の
害
、
怱
�
覚
申
候
。
又
う
た
ひ
ハ
面
白
心
正
ク
し
て
、

心
気
と
ろ
け
ず
候
。
然
レ
バ
、
聖
人
も
、
雅
楽
よ
り
も
鄭
衛
ノ
声
ヲ
面
白
ト
ハ
思
召

ま
じ
き
か
と
被
存

ぞ
ん
ぜ
ら
れ

候
。
実
ノ
心
か
く
聞
候
へ
バ
、
上
留
り
小
哥
よ
り
ハ
、
う
た
ひ
の

方
、
遙
ニ
面
ク
聞
へ
申
候
而
、
此
事
を
可
知
し
る
べ
き

に
や
。
此
条
、
貴
存
之
趣
、
御
尤
至
極

ニ
存
候
。『

随
筆』

ノ
旨
ハ
所
謂｢

以
小
人
之
服
、
料
君
子
之
心｣

と
申
も
の
ニ
被
存

ぞ
ん
ぜ
ら
れ

候
。

○
又
中
巻
ノ
内
第
三
ノ
十
丁
メ
ノ
ウ
ラ
ニ

｢

大
�
欲
也
、
利
也
、
私
也
、
皆
人
之
所

不
能
無
者
而
…｣

。
道
理
ニ
循
し
た
が

フ
ト
不
循

し
た
が
は
ざ
る

ト
ヲ
分
ケ
テ
説
タ
リ
。
尤
、
欲
ト

利
ト
ノ
二
ツ
ハ
循
理

り
に
し
た
が
ふ

事
も
可
有
之

こ
れ
あ
る
べ
く

候
へ
共
、
私
ノ
一
ツ
ハ
循
理

り
に
し
た
が
ふ

と
言い
ふ

事
ハ

有
ま
じ
き
や
。

｢

私｣

ノ
字
ノ
義
、
和
語
ニ

｢

内
証｣

と
申
ま
う
す

詞
ニ
当
り
申
候
。
惣
じ
て
公
儀
ダ
チ
不ま
う

申さ
ず

候
義
ハ
、
何
事
も

｢

私｣

字
ニ
て
候
。
左
候
へ
バ
、
私
事
と
申
迄
ニ
て
も
又

循
理

り
に
し
た
が
ふ

事
も
可
有
之

こ
れ
あ
る
べ
き

歟
ニ
候
。

ま
た
一
一
一
条
に
、

○
仁
斎
ノ
弟
子
ニ
辺
子
固
ト
申
ま
う
す

人
ハ
、
覚
不
申
ま
う
さ
ず

候
。
前
年
、
田
辺
淳
甫
ト
申
ま
う
す

門
人
有こ
れ

之あ
り

候
。
其
後
、
江
戸
ニ
て
仕
官
被
致
候

い
た
さ
れ
そ
う
ろ
う

由
、
承
候
。
若も
し

此
人
ニ
て
も
候
哉
。
子

固
ト
申
ま
う
す

名
ハ
其
人
の
義
ニ
候
哉
、
不
存

ぞ
ん
ぜ
ざ
る

御
事
ニ
候
。

と
見
え
る
、
仁
斎
門
と
称
す
る

｢

辺
子
固｣

な
る
人
物
は
、
徂
徠
が
仁
斎
に
書
簡
を
出

す
に
当
た
っ
て
仲
介
を
願
っ
た
人
物
。
こ
の
こ
と

『

随
筆』

巻
二
に
見
え
、
質
問
者
が

そ
の
素
性
を
尋
ね
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

15

日
本
古
典
文
学
大
系
97

『

近
世
思
想
家
文
集』

(

昭
41

岩
波
書
店)

所
収

｢

童
子
問
解

説｣

、
日
本
思
想
体
系
33

『

伊
藤
仁
斎

伊
藤
東
涯』

(

昭
46

岩
波
書
店)

所
収

｢

語

孟
字
義
解
題｣

(

と
も
に
清
水
茂
執
筆)

。

16

五
一
六
頁
、
補
注

｢

血
脈｣

の
項
。

17

中
村
幸
彦

｢

古
義
堂
の
小
説
家
達｣

(『

中
村
幸
彦
著
述
集』

〈
昭
59

中
央
公
論
社
〉
第

七
巻
所
収)

[

附
記]
先
行
論
文
に
関
し
て
御
教
示
賜
っ
た
杉
下
元
明
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
猶
、
本

稿
は
平
成
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(

特
別
研
究
員
奨
励
費)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

(

お
お
ば

た
く
や
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員)
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